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計画概要編 行動計画編

～みんなでできる取組～

　群馬県ではこれまで、２次にわたる環境基本計画を策定し、環境行政に取り組んできました。
この間に、東日本大震災の発生やこれに伴う再生可能エネルギーへの関心の高まり、人口減少社
会の到来など、社会経済情勢は大きく変化しました。こうした変化に対応し、新たな環境行政
を展開していくため、平成28年度からの４か年を計画期間とした ｢群馬県環境基本計画2016-
2019｣ をスタートさせました。
　この新しい計画を県民・事業者の皆様に知っていただくため、普及版として“計画概要編”を
作成しました。
　また、あわせて、環境への負荷が少ない生活を実践していくための指針として“行動計画編”
を新たに策定しました。県民の皆様の活動の拠り所として、ご活用いただければ幸いです。

平成28年　群馬県

Ⅵ　全ての主体が参加する環境保全の取組

●家族で環境について話し合い、できることから行動します。

●環境に関心を持ち、環境学習会や自然観察会に参加します。

●環境ボランティア、森林ボランティア活動に参加します。

●地域の一員として、地域の環境を守る活動に参加します。

●買い物袋（マイバッグ）を持参し、レジ袋は辞退します。

＊１　 ぐんま緑の県民基金事業：平成26年４月から導入した「ぐんま緑の県民税」を財源として、水源地域
等の森林整備、ボランティア活動・森林環境教育の推進、市町村提案型事業に取り組んでいます。

＊２　 フロン類：塩素、フッ素、炭素を含んだ人工化合物で、学術的にはフルオロカーボン類といい、その
化学構造によりCFC（クロロフルオロカーボン）、HCFC（ハイドロクロロフルオロカーボン）、HFC（ハ
イドロフルオロカーボン）等に区分されます。

＊３　 外来生物：人間の活動によって、本来の生息地とは異なる地域に人為的に持ち込まれた生物のことです。

＊４　 施業の集約化：隣接する複数の所有者の森林を取りまとめ、林業事業者等が路網整備や間伐等の森林
施業を一括して実施することです。

＊５　利用間伐：伐採した木材を搬出して利用する間伐のことです。搬出間伐、収入間伐ともいいます。

＊６　 汚水処理人口普及率：下水道処理のほか、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽、コミュニティ・
プラント処理施設等の整備されている人口が、県の行政人口に対して占める割合のことです。

＊７　地産地消：地域で生産されたもの（農産物等）を地域で消費することです。

＊８　２Ｒ：リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）のことです。

＊９　 バイオマス：木材、海藻、生ごみ、紙、動物の死がい、ふん尿、プランクトンなどの再生可能な生物
由来の有機性資源のことで、石油などの化石資源を除いたもの。バイオマスは植物が成長過程で光合
成により大気中の二酸化炭素を固定して作り出した有機物に由来するため、燃焼しても実質的には大
気中の二酸化炭素の増減に影響を与えません。

＊10　 循環資源：廃棄物のうち、有用なもの。「循環型社会形成推進基本法」（平成12年法律第110号）では
循環資源については循環的な利用（再使用、再生利用、熱回収）を図るべき旨を規定しています。

＊11　 水平リサイクル：使用済の製品から回収した資源が同一種類の製品の原材料として再利用される資源
循環のことです。

　群馬県環境森林部環境政策課　〒371-8570　前橋市大手町1-1-1
　電話　027-223-1111（代表）　内線2815　　FAX 027-243-7702
　表紙の写真　ラムサール条約湿地「芳ヶ平湿原」（中之条町提供）

用語解説

 Ⅱ　行動計画編


